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本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
12
月
４
日
、
臨
時
国
会
で
よ
う
や
く

日
本
で
も
障
害
者
権
利
条
約
が
批
准
さ
れ
ま

し
た
。
新
年
に
あ
た
り
、
条
約
の
批
准
を
ス

タ
ー
ト
に
、
日
本
の
障
害
者
施
策
が
新
し
い

段
階
に
進
む
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
本
稿
で

は
、
批
准
ま
で
の
経
過
を
振
返
り
、
条
約
の

概
略
に
触
れ
て
み
ま
す
。

障
害
者
権
利
条
約
は
２
０
０
１
年
12
月

の
国
連
総
会
で
メ
キ
シ
コ
が
提
案
し
、
以
後

８
回
に
渡
る
特
別
委
員
会
（
ア
ド
ホ
ッ
ク

委
員
会
）
で
の
議
論
を
経
て
、
２
０
０
６

年
12
月
の
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

"N
othing about us, w

ithout us"

（
私
た
ち

抜
き
に
私
た
ち
の
こ
と
を
決
め
な
い
で
）
は

こ
の
時
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
、
障
害
者
の
視
点

で
作
ら
れ
た
条
約
で
あ
る
こ
と
を
強
く
示
す

も
の
で
す
。
２
０
０
８
年
５
月
に
、
批
准
国

が
20
カ
国
を
超
え
て
発
効
と
な
り
ま
し
た
。

批
准
し
た
国
は
、
条
約
の
規
定
を
守
り
、
実

行
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

日
本
政
府
は
２
０
０
７
年
９
月
に
署
名
、

条
文
の
和
約
を
公
表
し
ま
し
た
。
２
０
０
９

年
３
月
に
は
批
准
に
向
け
て
動
き
ま
し
た
が
、

障
害
者
団
体
な
ど
か
ら
、
形
だ
け
の
批
准
と

な
り
か
ね
ず
、
国
内
法
整
備
が
先
と
の
意
見

が
出
て
中
断
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
間
障
害

者
に
関
す
る
法
制
度
が
相
次
い
で
改
正
、
成

立
、
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
権
利
条
約
批

准
に
向
け
た
国
内
法
整
備
の
一
環
と
し
て
進

め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
権
利
条
約
の
内

容
に
触
れ
る
前
に
、
ま
ず
最
近
の
制
度
の
動

き
を
概
観
し
て
み
ま
す
。

①
障
害
者
基
本
法
改
正

（
２
０
１
１
年
８
月
５
日
）

２
０
１
１
年
６
月
衆
議
院
に
お
い
て
一
部

修
正
の
上
、
７
月
に
参
議
院
に
お
い
て
何
れ

も
全
会
一
致
で
可
決
、
成
立
し
、
８
月
５
日

に
一
部
を
除
き
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
で
は
、
障
害
概
念
を
医
療
モ
デ

ル
か
ら
社
会
モ
デ
ル
へ
転
換
し
、
目
的
項
目

に
「
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
個
性
と

人
格
を
尊
重
す
る
社
会
の
実
現
」
と
い
う
文

章
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
障
害
者
の
定

義
を
見
直
し
「
発
達
障
害
者
、
そ
の
他
の
心

身
の
機
能
の
障
害
が
あ
る
者
」
を
追
加
、
新

た
に
「
障
害
者
に
対
す
る
差
別
を
禁
止
す
る

規
定
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。

②
障
害
者
虐
待
防
止
法
施
行

（
２
０
１
２
年
10
月
１
日
）

２
０
１
１
年
６
月
に
衆
議
院
、
次
い
で
参

議
院
で
可
決
、
成
立
し
、
翌
２
０
１
２
年
10

月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

国
や
地
方
公
共
団
体
、
障
害
者
福
祉
施
設

従
事
者
、
雇
用
者
な
ど
に
、
障
害
者
虐
待
の

防
止
策
を
講
じ
る
こ
と
、
虐
待
を
受
け
た
と

思
わ
れ
る
障
害
者
を
発
見
し
た
者
へ
の
通
報

義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。
虐
待
に
は
身
体

的
虐
待
、
性
的
虐
待
、
心
理
的
虐
待
、
放
棄
・

放
任
に
よ
る
虐
待
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）、
経
済
的

虐
待
が
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
や
医
療

機
関
な
ど
で
の
虐
待
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て

い
な
い
な
ど
課
題
も
あ
り
、
３
年
後
に
見
直

す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

③
障
害
者
総
合
支
援
法
施
行

（
２
０
１
３
年
４
月
１
日
）

２
０
１
２
年
４
月
に
衆
議
院
に
て
修
正
の

上
可
決
、６
月
に
参
議
院
に
て
可
決
、成
立
し
、

翌
２
０
１
３
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
を
名
称
変
更
し

た
も
の
で
す
。

政
府
は
閣
議
決
定
に
よ
り
自
ら
設
置
し
た

「
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
」
が
ま
と
め

た
骨
格
提
言
に
よ
り
、
制
度
の
谷
間
の
な
い

支
援
の
提
供
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た

地
域
生
活
支
援
体
系
の
整
備
等
を
内
容
と
す

る「
障
害
者
総
合
福
祉
法
」（
仮
称
）を
制
定
し
、

２
０
１
３
年
８
月
ま
で
に
施
行
す
る
と
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
実
際
に
施
行
さ
れ
た「
障

害
者
総
合
支
援
法
」
は
期
待
を
大
き
く
裏
切

る
も
の
で
、
障
害
者
自
立
支
援
法
訴
訟
の
基

本
合
意
を
も
蔑
ろ
に
す
る
も
の
で
し
た
。

こ
の
法
律
で
は
、
障
害
者
の
定
義
に
難
病

等
を
追
加
し
、
平
成
２
０
１
４
年
４
月
１
日

か
ら
は
、
重
度
訪
問
介
護
の
対
象
者
の
拡
大
、

ケ
ア
ホ
ー
ム
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
の
一
元

化
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の

の
、
本
質
的
な
部
分
で
旧
法
と
変
わ
る
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
成
立

（
２
０
１
３
年
６
月
13
日
）

今
回
の
改
正
は
、
こ
れ
ま
で
対
象
と
し
て

き
た
身
体
障
害
者
と
知
的
障
害
者
に
、
新
た

に
精
神
障
害
者
を
追
加
す
る
も
の
で
、
こ
れ

に
伴
い
企
業
に
義
務
付
け
る
障
害
者
の
法
定

雇
用
率
も
2.0
％
に
上
が
り
ま
し
た
。
企
業
の

準
備
期
間
を
考
慮
し
、
制
度
を
弾
力
的
に
運

用
す
る
た
め
の
経
過
措
置
を
設
け
、
義
務
化

は
５
年
後
の
２
０
１
８
年
４
月
か
ら
と
な
り

ま
し
た
。
改
正
法
で
は
、
事
業
主
に
障
害
者

へ
の
差
別
を
禁
止
し
、
障
害
の
特
性
に
配
慮

し
た
施
設
の
整
備
や
援
助
者
の
配
置
な
ど
も

義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

⑤
障
害
者
差
別
解
消
法
成
立

（
２
０
１
３
年
６
月
19
日
）

２
０
１
３
年
５
月
に
衆
議
院
本
会
議
で
可

決
、
６
月
に
参
議
院
本
会
議
で
可
決
成
立
し

ま
し
た
。
施
行
は
３
年
後
の
２
０
１
６
年
４

月
で
、
政
府
は
今
後
何
が
差
別
に
当
た
る
か

な
ど
、
基
本
方
針
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
改
正
障
害
者
基
本
法
で
障
害
者

に
対
す
る
差
別
を
禁
止
す
る
規
定
を
制
定
し

た
こ
と
を
受
け
、
差
別
解
消
策
を
具
体
化
す

る
も
の
で
す
。

公
共
機
関
や
民
間
企
業
に
対
し
、
障
害
を

理
由
と
し
た
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
を
禁

じ
、
過
重
負
担
に
な
ら
な
い
限
り
は
合
理
的

時　評

常務理事　武者　明彦

「障害者権利条約批准」
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配
慮
を
求
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
合

理
的
配
慮
は
、
行
政
機
関
（
国
、
自
治
体
、

公
立
学
校
、
福
祉
施
設
な
ど
）
に
対
し
義
務

化
し
、
民
間
事
業
者
に
対
し
て
は
努
力
義
務

に
と
ど
め
ま
し
た
が
、
実
効
性
を
持
た
せ
る

た
め
国
が
事
業
者
に
報
告
を
求
め
、
報
告
し

な
か
っ
た
り
、
虚
偽
報
告
を
し
た
り
し
た
場

合
の
罰
則
規
定
も
設
け
ま
し
た
。

⑥
障
害
者
権
利
条
約
の
概
略

こ
う
し
た
経
過
を
た
ど
り
、
よ
う
や
く
批

准
さ
れ
た
条
約
で
す
の
で
、
条
文
の
概
略
を

少
し
詳
し
く
み
て
み
ま
す
。

権
利
条
約
で
は
、
健
常
者
に
あ
た
り
ま
え

に
保
障
さ
れ
て
い
る
権
利
を
障
害
者
に
も
平

等
に
保
障
す
る
も
の
で
、
障
害
者
に
特
別
の

権
利
を
求
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例

え
ば
「
合
理
的
配
慮
」
と
い
う
考
え
方
を
取

り
入
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
障
害
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
実
際
的
に
平
等
な
機
会
を
保

障
さ
れ
る
た
め
の
も
の
で
す
。
条
文
は
以
下

の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
外
務
省
Ｈ
Ｐ
、
仮
訳
文
に
よ
る
）

（
1
）　
前
文

条
文
解
釈
の
指
針
で
す
。
条
約
締
結
国
は
、

世
界
人
権
宣
言
と
人
権
に
関
す
る
国
際
規
約

に
掲
げ
る
い
か
な
る
差
別
も
な
し
に
、
規
約

に
掲
げ
る
す
べ
て
の
権
利
と
自
由
を
享
有
す

る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

（
2
）　
一
般
規
程
（
第
１
条
か
ら
第
９
条
）

第
１
条
「
目
的
」
で
は
、
障
害
や
障
害
者

を
、
身
体
的
、
精
神
的
、
知
的
ま
た
は
感
覚

的
な
障
害
を
有
す
る
人
で
、
ま
わ
り
の
態
度

や
環
境
に
よ
っ
て
、
社
会
参
加
に
様
々
な
制

約
を
受
け
る
人
と
い
う
「
社
会
モ
デ
ル
」
を

規
定
し
て
い
ま
す
。
第
２
条
「
定
義
」
で
は
、

条
約
で
使
わ
れ
る
言
葉
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

「
意
思
疎
通
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）」
に

は
点
字
や
触
覚
に
よ
る
も
の
な
ど
も
含
み
、

「
言
語
」
に
は
手
話
を
認
め
て
い
ま
す
。「
障

害
を
理
由
と
す
る
差
別
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
区

別
、
排
除
、
制
限
、
実
際
に
障
害
者
が
不
利

に
な
る
こ
と
、
合
理
的
配
慮
を
し
な
い
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。「
合
理
的
配
慮
」
は
、
機
会

が
平
等
に
あ
た
え
ら
れ
、
障
害
者
が
特
別
に

不
利
に
な
ら
な
い
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
は
、
す
べ

て
の
人
が
利
用
で
き
る
製
品
、
環
境
、
計
画

サ
ー
ビ
ス
の
設
計
の
こ
と
で
す
。

第
３
条
「
一
般
原
則
」
に
は
、
条
約
の
原

則
が
８
項
目
に
整
理
さ
れ
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
第
４
条
「
一
般
的
義
務
」
で
は
、
条
約

に
あ
る
権
利
の
実
現
の
た
め
に
、
立
法
措
置

と
行
政
措
置
な
ど
を
と
る
事
、
差
別
と
な
る

既
存
の
法
律
、
規
則
、
慣
習
な
ど
を
見
直
す

こ
と
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
５
条

「
平
等
及
び
差
別
さ
れ
な
い
こ
と
」、
第
６
条

「
障
害
の
あ
る
女
子
」、
第
７
条
「
障
害
の
あ

る
児
童
」、
第
８
条
「
意
識
の
向
上
」、
第
９

条
「
施
設
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
可
能
性
（
ア

ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
）」
と
続
き
ま
す
。

（
3
）　
実
態
規
程
（
第
10
条
か
ら
第
30
条
）

第
10
条
「
生
命
に
対
す
る
権
利
」、
第
11

条「
危
険
な
状
況
及
び
人
道
上
の
緊
急
事
態
」、

第
12
条
「
法
律
の
前
に
等
し
く
認
め
ら
れ
る

権
利
」
こ
こ
で
は
、
障
害
の
有
無
を
問
わ
ず

同
じ
権
利
が
あ
り
、
生
活
上
の
す
べ
て
に
つ

い
て
法
的
能
力
が
あ
る
事
、
必
要
な
援
助
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。
第

13
条
「
司
法
手
続
き
の
利
用
」、
第
14
条
「
身

体
の
自
由
及
び
安
全
」、
第
15
条
「
拷
問
又
は

残
虐
な
、
非
人
道
的
な
若
し
く
は
品
位
を
傷

つ
け
る
取
り
扱
い
若
し
く
は
刑
罰
か
ら
の
自

由
」、
第
16
条
「
搾
取
、
暴
力
的
及
び
虐
待
か

ら
の
自
由
」、
第
17
条
「
個
人
が
健
全
で
あ
る

こ
と
（
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
）
の
保
護
」、
第
18

条
「
移
動
の
自
由
及
び
国
籍
に
つ
い
て
の
権

利
」
と
続
き
ま
す
。

第
19
条
「
自
立
し
た
生
活
及
び
共
生
社
会

（
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）」
で
は
、
自
分
が
住

み
た
い
地
域
で
住
み
た
い
人
と
生
活
で
き
る

事
。
地
域
社
会
へ
の
受
け
入
れ
を
支
援
し
孤

立
や
隔
離
を
防
ぐ
こ
と
が
権
利
と
し
て
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
第
20
条
「
個
人
的
な
移
動

を
容
易
に
す
る
こ
と
」、
第
21
条
「
表
現
及
び

意
見
の
自
由
並
び
に
情
報
の
利
用
」、
第
22

条
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
尊
重
」、
第
23
条
「
家

庭
お
よ
び
家
族
の
尊
重
」
こ
こ
で
は
、
結
婚

や
養
子
縁
組
を
含
め
て
家
庭
や
子
供
を
持
つ

権
利
を
保
障
し
て
い
ま
す
。
第
24
条
「
教
育
」

で
は
、
地
域
の
学
校
で
、
一
緒
に
学
べ
る
（
イ

ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）
制
度
に
す
る
こ
と
、
そ

の
た
め
に
手
話
や
点
字
が
で
き
る
教
員
を
配

置
す
る
こ
と
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
25
条
「
健
康
」、第
26
条
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」、
第
27
条
「
労
働
及
び
雇
用
」
こ
こ

で
は
、
募
集
、
採
用
と
雇
用
条
件
、
雇
用
の

継
続
、
昇
進
、
作
業
条
件
に
関
し
て
差
別
の

禁
止
、
同
一
労
働
同
一
報
酬
、
公
的
部
門
で

の
障
害
者
雇
用
の
推
進
な
ど
が
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
障
害
を
理
由
に
雇
用
し
な
い
と
い

う
差
別
を
禁
止
し
、
同
時
に
合
理
的
配
慮
を

行
う
こ
と
で
、
障
害
者
が
仕
事
を
で
き
る
環

境
を
つ
く
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

第
28
条
「
相
当
な
生
活
水
準
及
び
社
会
的
保

障
」
こ
こ
で
は
、
障
害
者
と
そ
の
家
族
の
生

活
水
準
を
改
善
す
る
努
力
を
行
う
事
、
公
営

住
宅
を
利
用
可
能
に
す
る
こ
と
、
退
職
に
伴

う
給
付
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
等
が

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
29
条
「
政
治
的
及

び
公
的
活
動
へ
の
参
加
」、
第
30
条
は
「
文
化

的
な
生
活
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
余
暇
及

び
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
」
で
す
。

（
4
）　
実
施
規
定
（
第
31
条
か
ら
第
40
条
）

第
31
条
「
統
計
及
び
資
料
の
収
集
」、
32
条

「
国
際
協
力
」、
第
33
条
「
国
内
的
な
実
施
及

び
監
視
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）」、
第
34
条
「
障

害
の
あ
る
人
の
権
利
に
関
す
る
委
員
会
」
こ

の
条
約
が
国
内
で
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て

い
る
か
、
世
界
の
国
々
で
進
め
ら
れ
て
い
る

か
を
、
み
ん
な
で
見
て
い
く
こ
と
で
す
。
第

35
条
か
ら
第
40
条
は
そ
の
他
履
行
に
関
す
る

条
項
で
す
。

（
5
）　
最
終
条
項
（
第
41
条
か
ら
第
50
条
）

条
約
の
効
力
発
生
や
批
准
手
続
き
な
ど
の

規
定
で
す
。
条
約
の
署
名
や
加
入
、
効
力
の

発
生
、
改
正
な
ど
、
手
続
き
に
関
す
る
こ
と

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
権
利
条
約
の
条
文
を
駆
け
足
で

み
て
き
ま
し
た
。
第
49
条
に
は
、
条
約
本
文

が
す
べ
て
の
人
に
利
用
可
能
な
形
式
で
提
供

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
条
文
を
読
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
て
、
筆
を
置
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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２
０
０
１
年
の
あ
る
日
、
私
を
含
む
３

人
が
理
事
長
職
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
勝

又
さ
ん
に
呼
ば
れ
ま
し
た
。
当
時
、
経
営

難
に
苦
慮
し
て
い
た
印
刷
事
業
の
再
建
に

つ
い
て
、
２
年
近
く
を
掛
け
て
検
討
し
た

案
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
計
画
を

理
事
会
で
承
認
を
得
る
た
め
に
、
私
た
ち

の
覚
悟
を
確
認
さ
れ
た
の
で
し
た
。
当
然
、

私
た
ち
は
現
状
の
体
制
の
ま
ま
経
営
改
善

の
目
途
を
立
て
る
こ
と
は
困
難
を
極
め
る

と
判
断
し
て
い
ま
し
た
の
で
、「
ぜ
ひ
」
と

お
願
い
し
ま
し
た
。
大
が
か
り
な
事
業
で

す
。
理
事
会
で
は
消
極
的
な
意
見
も
あ
っ

た
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
が
、
な
ん
と
か

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
コ
ロ
ニ
ー
東
村
山
の
隣
に
あ
る
国

有
地
を
取
得
し
、
中
野
と
東
村
山
の
２
か

所
で
運
営
し
て
い
た
印
刷
工
場
を
、
そ
こ

に
集
約
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
統
合
後

は
、
従
業
員
や
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、

大
変
な
ご
苦
労
を
お
願
い
し
つ
つ
も
、
何

と
か
新
工
場
の
立
ち
上
げ
を
実
現
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
現
在
は
新
た
な
局
面

に
対
峙
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
時
の
判
断

が
仮
に
な
か
っ
た
ら
、
最
悪
の
事
態
を
招

い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

車
中
に
は
中
島
み
ゆ
き
の
「
地
上
の
星
」

が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
向
っ
て
い
る
先
は
、

東
久
留
米
市
氷
川
台
に
あ
る
保
育
園
の
跡

地
、新
し
い
生
活
寮
の
予
定
地
を
見
に
行
っ

た
時
の
こ
と
で
す
。
私
が
利
用
者
の
ご
家

族
か
ら
相
談
を
受
け
、
新
し
い
印
刷
工
場

を
設
置
す
る
時
期
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
、
勝

又
さ
ん
に
話
が
持
ち
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

利
用
者
の
ご
家
族
を
含
む
９
名
の
方
か
ら

土
地
の
提
供
を
受
け
、
生
活
寮
を
設
置
で

き
な
い
か
と
い
う
相
談
に
対
し
、
臆
し
た

顔
も
見
せ
ら
れ
ず
、
前
向
き
に
検
討
す
る

と
い
う
返
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
っ

そ
く
生
活
寮
設
置
委
員
会
を
組
織
し
て
、

勝
又
さ
ん
も
積
極
的
に
動
い
て
い
た
だ
き

実
現
で
き
ま
し
た
。
生
活
支
援
の
充
実
に

大
き
く
前
進
し
た
ご
決
断
を
い
た
だ
き
、

現
在
で
は
、
地
域
の
貴
重
な
社
会
資
源
と

な
っ
て
い
ま
す
。

東
京
都
か
ら
委
託
を
受
け
て
い
た
福
祉

工
場
の
民
営
化
、障
害
者
自
立
支
援
法
（
現

在
の
障
害
者
総
合
支
援
法
）
に
よ
る
施
設

体
系
の
移
行
準
備
に
真
っ
只
中
の
時
で
す
。

中
野
区
か
ら
区
立
の
福
祉
作
業
所
の
指
定

管
理
の
公
募
が
あ
り
、
応
募
し
た
い
旨
を
、

大
変
な
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
も

勝
又
さ
ん
に
ご
相
談
し
て
し
ま
い
ま
す
。

は
じ
め
は
、
今
は
法
人
と
し
て
は
前
者
を

優
先
す
べ
き
と
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
法
人
発
祥
の
地
域
で
受
託
で
き
る
か

ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
応
募

し
な
い
こ
と
の
影
響
を
考
慮
し
て
い
た
だ

け
な
い
か
と
私
は
食
い
下
が
り
ま
す
。
最

終
的
に
は
、
そ
こ
ま
で
言
う
な
ら
と
、
今

回
も
決
断
し
て
い
た
だ
き
、
無
事
に
指
定

管
理
を
受
け
、
地
域
の
中
で
重
要
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

勝
又
さ
ん
に
は
、
常
に
当
事
者
の
視
点

で
捉
え
、
当
事
者
の
立
場
に
立
っ
て
考
え

実
行
す
る
よ
う
に
と
、
幾
度
と
な
く
助
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
が
関
わ
っ
た
法
人
内
の
事
業
の
中
か

ら
、
印
象
的
な
思
い
出
の
ご
く
一
部
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
振
り
返

れ
ば
随
分
と
ご
無
理
を
お
願
い
し
続
け
て

き
た
と
、
そ
し
て
よ
く
受
け
止
め
て
い
た

だ
い
た
と
、
改
め
て
感
謝
の
気
持
ち
が
あ

ふ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

勝
又
さ
ん
は
１
９
７
１
年
８
月
26
日
、

23
歳
の
時
、
コ
ロ
ニ
ー
印
刷
所
に
訓
練
生

と
し
て
入
所
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
ま

だ
中
野
の
同
一
敷
地
内
に
二
つ
の
施
設
し

か
な
い
時
代
で
入
所
施
設
を
併
設
し
て
い

ま
し
た
。
入
所
後
は
間
も
な
く
、
授
産
生

（
授
産
施
設
利
用
者
）
会
、
福
祉
問
題
研

究
会
を
発
足
さ
せ
、
生
活
圏
拡
大
運
動
を

つ
う
じ
て
歩
道
の
段
差
解
消
、
車
い
す
ト

イ
レ
の
設
置
要
請
、
レ
ス
ト
ラ
ン
・
宿
泊

施
設
等
を
掲
載
し
た
車
い
す
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
刊
行
等
、
全
国
的
な
運
動
と
連
携
し

て
、
我
が
国
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
づ
く

り
の
初
期
で
役
割
を
担
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、当
法
人
が
後
援
す
る
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
発
足
、
東
京
都
内
の

チ
ー
ム
を
ま
と
め
て
東
京
都
車
い
す
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
の
発
足
、
全
国
車
い

勝又和夫相談役 
ご逝去を

悼んで 
理事長　中村敏彦

「勝又和夫さんを偲ぶ会」（12月7日）
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す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
の
発
足
に
も

関
わ
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
９
７
３
年
４
月
、
25
歳
、
事
務
職

と
し
て
従
業
員
に
採
用
さ
れ
る
と
同
時

に
地
域
に
住
居
を
確
保
し
、
ひ
と
り
の

雇
用
労
働
者
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し

た
。
採
用
後
は
従
業
員
会
を
結
成
し
、
２

年
後
に
は
労
働
組
合
結
成
に
も
関
わ
ら

れ
、
１
９
７
６
年
６
月
、
28
歳
、
総
務
課

長
と
し
て
管
理
職
に
登
用
さ
れ
、
法
人
本

部
事
務
局
、
総
務
課
長
兼
務
、
Ｉ
Ｔ
事

業
部
門
部
長
、
事
業
所
長
な
ど
、
12
年

間
を
経
営
の
一
員
と
し
て
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
Ｉ
Ｔ
関
連
事
業
所
長
時
に
は
、
日
本

Ｉ
Ｂ
Ｍ
や
日
立
、
三
菱
商
事
、
三
菱
電
機

と
い
っ
た
大
手
企
業
の
後
援
・
協
賛
を
得

て
「
障
害
者
の
情
報
処
理
技
術
者
養
成

の
た
め
の
―
び
わ
湖
会
議
―
」
を
発
足
さ

せ
、
以
後
二
年
に
一
回
の
全
国
会
議
の
中

心
的
な
役
割
を
担
わ
れ
ま
す
。
１
９
８
８

年
11
月
、
40
歳
で
理
事
に
選
任
さ
れ
、
身

体
・
知
的
・
精
神
三
障
害
を
併
設
す
る
青

葉
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
所
長
、
国
内
第
１
号

の
福
祉
工
場
葛
飾
福
祉
工
場
副
所
長
、
コ

ロ
ニ
ー
中
野
施
設
長
、
印
刷
事
業
本
部
長

を
兼
務
し
、
11
年
間
は
経
営
者
と
し
て
務

め
ら
れ
ま
し
た
。
１
９
９
２
年
４
月
、
44

歳
で
常
務
理
事
に
抜
擢
さ
れ
、
１
９
９
７

年
、
法
人
で
は
初
め
て
の
生
活
支
援
事
業

と
し
て
、
障
害
の
あ
る
大
家
さ
ん
の
協
力

を
得
て
国
分
寺
戸
倉
寮
（
Ｇ
Ｈ
）
を
開
設

さ
れ
ま
す
。
１
９
９
６
年
に
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、

三
菱
商
事
、
社
団
法
人
ゼ
ン
コ
ロ
が
協
力

し
、
障
害
者
専
用
の
旅
行
代
理
店
、「
ト

ラ
ベ
ル
ネ
ッ
ト
」
を
代
表
取
締
役
と
し
て

開
設
し
、
１
９
９
９
年
ま
で
務
め
ら
れ
ま

し
た
。
２
０
０
０
年
、
52
歳
で
専
務
理
事
、

２
０
０
１
年
９
月
、
53
歳
で
理
事
長
職
に

就
か
れ
ま
し
た
。

当
時
の
法
人
経
営
は
、
拡
大
し
て
き
た

一
方
で
経
済
的
に
は
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
の
10
年
間
、

徹
底
し
て
経
営
改
善
に
取
り
組
ま
れ
、
現

在
の
法
人
事
業
の
基
盤
を
作
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
と
し
て

は
第
一
号
と
な
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
の

取
得
や
、
２
０
１
３
年
４
月
か
ら
施
行
さ

れ
た
、
社
会
福
祉
法
人
の
新
会
計
基
準
へ

の
移
行
も
い
ち
早
く
果
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

法
人
内
の
役
割
と
共
に
対
外
的
役
割

も
増
え
、
多
忙
を
極
め
て
い
か
れ
ま
す
。

１
９
９
１
年
に
は
東
京
都
内
の
授
産
施
設

や
小
規
模
作
業
所
を
組
織
し
、
東
京
都
セ

ル
プ
セ
ン
タ
ー
発
足
に
関
わ
ら
れ
運
営
委

員
長
に
就
任
。
そ
の
以
降
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
日
本
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
の
発
足
に
参
画

さ
れ
、さ
ら
に
は
全
国
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

協
議
会
の
総
務
副
委
員
長
、
各
種
特
別
委

員
会
委
員
長
、
事
業
振
興
委
員
長
、
副
会

長
な
ど
を
務
め
ら
れ
ま
す
。

地
域
で
の
役
割
に
つ
い
て
も
１
９
９
９

年
に
は
中
野
区
就
労
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運
営
委
員
長
、
２
０
０
５
年
に
は
中
野
区

障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
の
発
足
に
参
画

し
、
会
長
に
就
か
れ
ま
す
。
障
害
者
運
動

や
活
動
で
は
、
社
団
法
人
ゼ
ン
コ
ロ
の
会

長
や
日
本
障
害
者
協
議
会
（
Ｊ
Ｄ
）
の
代

表
に
就
任
さ
れ
ま
す
。

２
０
０
６
年
５
月
、
体
調
不
良
の
予
兆

後
に
、
膿
瘍
に
よ
る
毒
素
に
よ
り
緊
急

入
院
。
突
然
の
こ
と
に
私
た
ち
は
混
乱

し
ま
し
た
。
一
時
は
回
復
さ
れ
ま
す
が
、

２
０
１
１
年
２
月
に
、
緊
急
腎
不
全
に
よ

り
再
入
院
、
退
院
さ
れ
る
も
12
月
に
は
胃

潰
瘍
に
よ
り
再
入
院
。
そ
の
後
も
、
入
退

院
を
繰
り
返
さ
れ
、
週
３
回
の
人
工
透
析

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
人
工
透
析
を
受

け
て
い
る
時
間
を
利
用
し
て
、
メ
ー
ル
等

に
よ
る
会
議
出
席
や
出
席
可
能
な
会
議
に

は
出
席
を
お
願
い
し
、
２
０
１
２
年
５
月

の
退
任
ま
で
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
退
任

後
も
法
人
の
ご
意
見
番
と
し
て
相
談
役
を

引
き
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

勝
又
さ
ん
は
、
私
た
ち
が
お
見
舞
い
す

る
こ
と
も
拒
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
無

断
で
２
回
行
き
ま
し
た
が
、
今
に
な
っ
て

思
え
ば
、
病
魔
と
闘
っ
て
い
る
そ
の
姿
を

み
せ
た
く
な
か
っ
た
、
そ
し
て
、
最
後
の

最
後
ま
で
、
決
し
て
負
け
な
い
気
持
ち
が

強
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

勝
又
さ
ん
の
原
点
は
「
人
と
し
て
当
た

り
前
の
権
利
の
享
受
」
に
あ
り
、
社
会
的

な
活
動
で
は
「
誰
も
が
享
受
で
き
る
こ
と

は
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
誰
に
も
あ

ま
ね
く
保
障
さ
れ
る
べ
き
」
と
の
思
い
に

信
念
を
持
た
れ
て
い
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
10
月
７
日
、
享
年
66
歳
、

人
生
の
幕
を
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

通
算
40
年
、
障
害
者
福
祉
の
運
動
に
前

進
し
続
け
、
ま
さ
に
骨
身
を
削
り
な
が
ら

生
き
、
そ
し
て
、
そ
の
集
大
成
と
し
て
最

後
の
力
を
振
り
絞
っ
て
、『
生
き
抜
く
こ
と

は
拓
く
こ
と
』
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

に
は
、
ご
自
身
の
生
き
様
と
と
も
に
、
次

世
代
へ
の
期
待
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
克
明
に

綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
も
よ
う
や
く
障
害
者
権
利
条
約

に
批
准
し
ま
し
た
。
障
害
の
あ
る
人
た
ち

を
街
並
み
で
よ
く
見
か
け
ま
す
。
勝
又
さ

ん
や
先
輩
諸
氏
の
血
の
に
じ
む
よ
う
な
頑

張
り
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
現
在
の
社
会

環
境
が
、
今
日
の
東
京
コ
ロ
ニ
ー
が
あ
る

も
の
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

先
日
、
12
月
17
日
に
「
偲
ぶ
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
三
か
月
を
過
ぎ
た
今
で

は
「
偲
ぶ
」
と
い
う
言
葉
が
適
切
か
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
私
に
は
も
う
少
し
時

間
が
必
要
で
す
。「
悼
む
」
と
い
う
言
葉
を

あ
え
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

勝
又
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ゆ
っ
く
り
お
休
み
く
だ
さ
い
。
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１
．
は
じ
め
に

障
害
者
自
立
支
援
法
の
廃
止
を
明
言
し

た
政
権
政
党
は
、
わ
ず
か
３
年
間
で
交
代

と
な
り
、
２
０
１
２
年
12
月
に
は
、
障
害

者
自
立
支
援
法
を
施
行
し
た
政
権
が
復
権

を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
政
策
の
基
本
方

針
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
称
さ
れ
、
日
本
経
済

の
再
生
を
強
く
打
ち
出
し
た
経
済
成
長
を

重
視
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
内
の

経
済
状
況
は
一
定
の
改
善
が
図
ら
れ
つ
つ
あ

る
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
民
感

覚
で
は
ご
く
一
部
の
実
感
で
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
は
今
後
も

推
進
さ
れ
、
す
で
に
消
費
税
増
税
が
決
定

し
て
い
ま
す
。
生
活
保
護
基
準
の
見
直
し

も
段
階
的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
障
害
者

の
多
く
を
含
む
生
活
困
窮
者
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。
海
外
に
目
を
向
け
て
も

中
国
経
済
成
長
の
急
激
な
減
速
や
米
国
の

債
務
不
履
行
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
国
内

経
済
へ
の
影
響
な
ど
、
ま
す
ま
す
混
沌
と

し
た
状
況
に
あ
り
ま
す
。

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大

震
災
は
、
時
の
経
過
と
と
も
に
話
題
に
な

る
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
当
法

人
で
は
11
月
ま
で
移
動
支
援
員
を
派
遣
す

る
予
定
で
す
。
今
後
も
実
態
を
把
握
し
な

が
ら
必
要
に
応
じ
て
支
援
を
継
続
す
る
こ

と
と
し
ま
す
。
ま
た
、
大
震
災
を
起
因
と

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
で
は
、
度
重
な
る
福

島
原
発
の
放
射
能
漏
れ
、
向
こ
う
40
年
以

上
を
見
越
し
た
廃
炉
計
画
を
は
じ
め
原
発

廃
止
等
が
検
討
さ
れ
る
中
、
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
は
旧
来
の
火
力
発
電
に
頼
る
し
か

な
い
状
況
と
な
り
、
結
果
と
し
て
電
気
料

金
の
値
上
げ
や
Ｃ
Ｏ２
削
減
計
画
が
、
90
年

代
と
比
較
し
て
も
３
％
上
乗
せ
さ
れ
る
な

ど
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

障
害
福
祉
分
野
は
こ
の
数
年
間
激
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
障
害
者
総
合
支
援
法
が

本
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、

施
行
後
３
年
間
の
見
直
し
期
間
を
設
け
、

よ
り
充
実
し
た
制
度
を
目
指
す
と
し
て
い

ま
す
。
障
害
当
事
者
を
含
む
55
名
か
ら
な

る「
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
総
合
福

祉
部
会
」に
よ
る
骨
格
提
言
な
ら
び
に「
障

害
者
自
立
支
援
法
訴
訟
の
基
本
合
意
」が
有

機
的
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
間
で
は
、
21
世
紀
で
は
初
の
人

権
条
約
と
な
る
障
害
者
権
利
条
約
の
批
准

に
向
け
て「
改
正
障
害
者
基
本
法
」「
障
害
者

虐
待
防
止
法
」「
障
害
者
差
別
解
消
推
進
法
」

「
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
」の
制
定
・
施

行
な
ど
、
着
実
に
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
１
５
９
号
条
約
違
反
の
提

訴
へ
の
対
応
も
含
ま
れ
、
批
准
後
は
、
相
当

の
影
響
力
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
そ
の
批
准
に

向
け
て
の
動
き
に
も
注
目
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

本
年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
て
い
る「
障
害

者
優
先
調
達
推
進
法
」は
、
調
達
指
針
が
出

さ
れ
た
も
の
の
各
地
方
行
政
で
は
、
取
組
み

が
遅
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。
調
達
指
針

に
は
数
値
目
標
を
定
め
て
い
な
い
た
め
、
具

体
的
な
結
果
を
導
く
た
め
に
は
、
関
連
事

業
所
か
ら
も
積
極
的
な
提
案
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
社
会
福
祉
法

人
の
あ
り
方
等
に
関
す
る
検
討
会
」で
は
、

よ
り
公
益
性
を
求
め
る
方
向
で
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
法
人
全
体
の
事
業

運
営
は
そ
の
指
針
を
反
映
さ
せ
て
い
く
こ

と
と
し
ま
す
。

２
．
上
半
期
事
業
結
果
と
年
度
方
針
の

達
成
状
況

上
半
期
の
事
業
結
果
は
、
在
籍
者
の
推

移
で
は
表
１
に
示
す
通
り
で
あ
り
、
総
人

数
７
６
７
名（
前
年
度
７
５
８
名
）で
９
名

増
、
内
障
害
者
は
４
８
６
名（
前
年
度
４
７

５
名
）で
11
名
増
、障
害
者
比
率
６
３
．
４
％

（
前
年
度
６
２
．
７
％
）で
前
年
度
に
引
き
続

き
障
害
者
が
増
加
し
ま
し
た
。
在
籍
で
は

な
い
契
約
者
・
登
録
者（
表
２
）５
９
０
名
を

加
え
る
と
１
，
３
５
７
名
の
人
達
に
責
任
を

負
う
組
織
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
就
労
移

行
を
支
援
す
る
事
業
で
は
、
上
半
期
で
の
一

般
就
職
者
が
30
名
と
な
り
ま
し
た
。
法
人

全
体
の
経
営
結
果（
表
３
）は
、
上
半
期
末
の

貸
借
対
照
表
に
示
す
通
り
、
事
業
全
体
を

通
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
前

年
比
で
は
、
前
年
同
期
に
青
葉
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
の
土
地
の
固
定
資
産
評
価
損
を
計
上

し
て
い
ま
す
の
で
、
単
純
比
較
は
で
き
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
方
針
は
中
期
事
業
計
画
に
基
づ

き
６
点
を
重
点
課
題
と
し
、
こ
れ
ら
を
達

成
す
る
こ
と
で
、
真
に
障
害
の
あ
る
人
の
立

２
０
１
３
年
度　

上
半
期
総
括
事
業
報
告
書
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場
に
立
っ
た
経
営
が
実
現
で
き
る
も
の
と
し

て
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

中
間
時
点
で
は
い
く
つ
か
の
課
題
を
残
し
つ

つ
も
、
下
記
の
と
お
り
の
結
果
と
な
り
ま
し

た
。（1）「

新
規
事
業
へ
の
挑
戦
な
ら
び
に
不
採

算
事
業
の
抜
本
的
な
見
直
し
」に
つ
い

て
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
を
中
心
と
し
た
通
販
事

業
や
建
て
替
え
に
伴
う
新
規
事
業
な

ど
の
検
討
を
一
部
の
事
業
所
で
始
め

ま
し
た
。
不
採
算
事
業
に
対
し
て
は
、

担
当
事
業
所
で
固
定
費
・
経
費
削
減

な
ど
具
体
的
に
着
手
し
て
い
ま
す
が
、

将
来
展
望
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
の
で
、
新
規
事
業
へ
の

シ
フ
ト
な
ど
中
・
長
期
的
な
対
応
も

併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

（2）「
防
災
対
策
お
よ
び
被
災
地
支
援
活

動
」に
つ
い
て
は
、
防
災
用
品
の
備
蓄

な
ど
ハ
ー
ド
面
の
対
策
を
一
通
り
完
了

し
、
被
災
時
や
思
わ
ぬ
ア
ク
シ
デ
ン
ト

等
に
巻
き
込
ま
れ
た
際
、
緊
急
対
応

で
き
る
よ
う
に
必
要
事
項
な
ど
を
個

別
に
書
き
込
め
る
ヘ
ル
プ
手
帳
を
全

利
用
者
に
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
障
害
者

支
援
活
動
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｄ
Ｆ（
日
本

障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム
）、
社
団
法
人
ゼ
ン

コ
ロ
を
通
じ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
予

定
で
は
今
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
必
要
に
応
じ
て
継

続
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

（3）「
各
拠
点
の
地
域
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
む
」こ
と
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

共
同
受
注
窓
口
の
役
割
を
担
う
こ
と

や
、
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
等
の

社
会
活
動
に
も
積
極
的
に
委
員
を
送

り
、
地
域
の
連
携
を
深
め
る
と
と
も

に
、
そ
の
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

特
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
相
談
支
援

事
業
に
は
、
そ
の
機
能
の
重
要
性
を

理
解
し
積
極
的
に
検
討
し
て
い
く
予

定
で
す
。

（4）「
内
部
資
金
の
活
用
、
精
度
の
高
い
会

計
管
理
」に
つ
い
て
は
、
内
部
資
金
の

具
体
的
活
用
を
検
討
す
る
と
と
も
に

会
計
顧
問
の
指
導
の
下
、
社
会
福
祉

法
人
新
会
計
基
準
に
準
則
し
、
よ
り

精
度
の
高
い
会
計
管
理
を
実
現
す
べ

く
努
力
し
て
い
ま
す
。

（5）「
規
程
類
の
見
直
し
や
、
教
育
研
修
に

よ
る
人
材
育
成
」に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
雇
用
促
進
法
の
改
定
な
ど
関
係
法

規
の
改
正
に
関
連
し
て
行
う
も
の
と

し
て
、
定
年
制
等
の
見
直
し
の
検
討

に
入
り
ま
し
た
。
人
材
育
成
に
つ
い
て

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
法
人
全
体
の

新
人
研
修
を
開
催
し
、
外
部
・
内
部

講
師
に
よ
る
法
人
研
修
を
年
度
内
に

実
施
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
社
団
法
人
ゼ
ン
コ
ロ

に
よ
る
研
修
に
参
加
さ
せ
人
材
育
成

に
努
め
て
い
ま
す
。

（6）「
法
人
内
部
留
保
類
の
検
討
」に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
的
経
過
を

尊
重
し
つ
つ
、
社
会
福
祉
事
業
に
寄

与
す
る
た
め
の
適
正
化
に
つ
い
て
、
慎

重
か
つ
丁
寧
に
検
討
を
重
ね
て
い
ま

す
。

３
．
個
別
経
営
状
況

法
人
本
部
及
び
各
事
業
本
部
、
各
事
業

所
の
経
営
結
果
の
状
況
で
は
、
全
体
的
に

厳
し
さ
が
顕
著
な
も
の
の
、
具
体
的
に
は
以

下
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

（1）
法
人
本
部（
事
務
局
）

法
人
本
部
の
機
能
を
再
構
築
す
る

た
め
に
、
事
務
処
理
部
門
の
基
幹
事

業
所
と
の
連
携
に
よ
る
一
元
的
な
事

務
セ
ン
タ
ー
を
確
立
す
る
た
め
に
、中
・

長
期
的
な
視
点
で
運
営
で
き
る
体
制

の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
度

整
備
し
た
法
令
遵
守
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
き
内
部
監
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

（2）
福
祉
事
業
本
部（
東
久
留
米
氷
川
台
寮
、

え
は
ら
ハ
イ
ツ
、
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

他
）ケ

ア
ホ
ー
ム
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、

短
期
入
所
、
居
宅
介
護
等
の
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
新
規
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
開

設
に
向
け
て
、
地
域
を
絞
っ
て
具
体

的
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
期
中
の

成
果
に
は
結
び
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

（3）
社
会
就
労
事
業
本
部

中
野
区
か
ら
受
託
し
た
ふ
た
つ
の

指
定
管
理
事
業
所
の
安
定
し
た
管
理
・

運
営
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
既
存

事
業
所
の
運
営
お
よ
び
経
営
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
採
算
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

る
事
業
へ
の
見
直
し
に
努
力
し
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ニ
ー
中
野
、
コ
ロ
ニ
ー
東

村
山
の
建
物
の
老
朽
化
は
深
刻
な
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
建
替
え
計

画
案
に
基
づ
い
て
行
政
と
の
協
議
を

開
始
し
ま
し
た
。

・	

コ
ロ
ニ
ー
中
野
：
多
様
化
す
る
利
用
者

ニ
ー
ズ
は
、
急
激
に
高
齢
化
・
重
度

化
が
進
行
し
て
お
り
、
従
来
の
就
労

支
援
事
業
で
は
対
応
で
き
な
い
状
況

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
支
援
者
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
日
中
活
動
・

余
暇
活
動
な
ど
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・	

中
野
区
仲
町
就
労
支
援
事
業
所
：
中

野
区
の
指
定
管
理
事
業
所
と
し
て
３

年
目
を
迎
え
、
安
定
し
た
事
業
運
営

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
相
談
支
援

の
充
実
を
図
る
な
ど
利
用
者
が
安
心

し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
に
努
力
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
度
当
初
28
名

で
あ
っ
た
利
用
者
数
は
上
半
期
末
で

31
名
と
な
り
、
地
域
や
利
用
者
ニ
ー

ズ
の
期
待
に
し
っ
か
り
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

・	

中
野
区
中
野
福
祉
作
業
所
：
中
野
区

よ
り
指
定
管
理
事
業
所
と
し
て
２
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
当
初
は
急
激
な

変
化
に
よ
る
利
用
者
の
不
安
を
煽
ら

な
い
よ
う
に
、
中
野
区
運
営
時
の
手

法
を
基
本
的
に
は
踏
襲
し
た
運
営
に

努
め
ま
し
た
が
、
利
用
者
や
ご
家
族

か
ら
の
信
頼
も
得
ら
れ
、
徐
々
に
法

人
の
就
労
へ
の
特
徴
的
な
取
り
組
み



コロニーとうきょう Vol.156

─ 8 ─

を
採
用
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

・	
コ
ロ
ニ
ー
東
村
山
：
今
年
度
も
印
刷
事

業
の
売
上
げ
の
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
こ
と
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
激
変
す
る
市

場
環
境
の
変
化
に
追
い
つ
い
て
い
ま
せ

ん
。
引
き
続
き
売
上
げ
確
保
に
努
力

す
る
と
と
も
に
、
経
営
改
革
に
は
待
っ

た
無
し
の
状
況
で
す
か
ら
、
具
体
的

に
固
定
費
・
経
費
の
削
減
策
に
着
手

し
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
新

た
な
事
業
へ
の
展
開
も
必
要
で
あ
り
、

下
半
期
に
は
一
定
の
め
ど
を
立
て
る
こ

と
を
目
標
に
し
ま
す
。

・	

青
葉
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
：
既
存
の
日
中

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
基
幹
事
業
を
継
続
し

つ
つ
も
、
新
た
な
事
業
を
模
索
し
な

が
ら
収
益
事
業
の
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
経
営
的
に
は
黒
字
化
し

て
い
る
も
の
の
、
新
会
計
基
準
で
の
減

損（
時
価
）会
計
に
よ
り
、
土
地
の
固

定
資
産
評
価
損
と
し
て
大
き
な
欠
損

を
計
上
し
ま
し
た
の
で
、
毎
年
度
の

計
画
を
立
て
て
累
積
欠
損
を
解
消
し

て
い
く
予
定
で
す
。

（4）
Ｉ
Ｔ
事
業
本
部（
事
業
部
、
職
能
開
発

室
、
Ｄ
Ｍ
Ｃ
）

事
業
面
で
は
価
格
競
争
に
よ
り
厳

し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
が
、
事
業
計

画
を
確
実
に
実
行
す
る
こ
と
で
ほ
ぼ

計
画
通
り
に
事
業
は
推
移
し
て
い
ま

す
。
事
業
部
の
移
転
に
伴
い
、
職
能

開
発
室
、
Ｄ
Ｍ
Ｃ
も
同
じ
場
所
に
移

転
す
る
こ
と
か
ら
、
事
業
本
部
下
の

３
事
業
所
に
お
い
て
さ
ら
に
連
携
が

強
化
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
で
き
ま
す
。

当
法
人
の
各
種
事
業
に
横
断
的
に
関

わ
り
を
持
ち
な
が
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

技
術
を
介
し
て
法
人
の
統
一
管
理
、
情

報
の
共
有
化
な
ど
の
一
役
を
担
っ
て
い

ま
す
。

（5）
福
祉
工
場
事
業
本
部

法
人
立
と
な
っ
た
２
事
業
所
の
運

営
は
軌
道
に
の
り
、
地
域
の
利
用
者

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
ま
す
。
建
替
え
計

画
に
つ
い
て
は
、
各
工
場
の
具
体
的
な

計
画
に
沿
っ
て
、
段
階
的
に
進
ん
で
い

ま
す
。
多
機
能
型
で
事
業
運
営
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
は
い
え
、
従
前
の
福

祉
工
場
の
役
割
か
ら
、
よ
り
多
く
の

障
害
者
雇
用
を
実
現
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
の
で
、
企
業
的
経
営
手
法
に

よ
り
収
益
事
業
の
充
実
に
は
、
引
き

続
き
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

・	

東
京
都
葛
飾
福
祉
工
場
：
こ
れ
ま
で

の
障
害
者
従
業
員
に
加
え
、
よ
り
重

度
の
障
害
者
へ
の
就
労
支
援
に
お
い

て
、
事
業
所
全
体
で
努
力
し
て
い
ま

す
。
心
配
さ
れ
て
い
た
定
員
不
足
は

期
中
で
ほ
ぼ
充
足
し
、
地
域
ニ
ー
ズ
に

確
実
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
収
益
事

業
に
お
い
て
は
、
防
災
事
業
は
例
年

に
な
く
売
り
上
げ
が
落
ち
込
み
、
縫

製
事
業
や
製
袋
事
業
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
事
業
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・	

東
京
都
大
田
福
祉
工
場
：
事
業
開
始

当
時
か
ら
利
用
定
員
を
確
保
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
さ
ら
に
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
の
定
員
増
を
図

り
ま
し
た
。
収
益
の
基
幹
事
業
で
あ

る
印
刷
事
業
で
は
民
営
化
に
伴
う
受

注
減
も
伴
い
、
厳
し
い
状
況
は
続
い
て

い
ま
す
が
、
引
き
続
き
障
害
者
優
先

調
達
推
進
法
を
販
促
の
要
に
し
て
、
一

般
企
業
や
外
郭
団
体
、
行
政
等
へ
の

働
き
か
け
に
よ
り
具
体
的
に
結
果
を

出
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

４
．
そ
の
他
の
事
業

（1）
基
礎
自
治
体
の
中
で
の
役
割
発
揮

本
年
度
も
基
礎
自
治
体
に
主
軸
を

置
い
た
運
営
に
心
掛
け
、
事
業
所
所

在
自
治
体
か
ら
の
要
請
に
は
積
極
的

に
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
参
画
し
、
地
域

福
祉
活
動
の
啓
発
、
活
性
化
の
た
め

の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
注
目

さ
れ
て
い
る
相
談
支
援
事
業
に
お
い

て
は
、
東
村
山
地
区
で
開
始
し
て
い

ま
す
が
、
運
営
上
厳
し
い
内
容
で
あ

り
他
の
自
治
体
で
の
展
開
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
い
ま
す
。

（2）
障
害
者
福
祉
の
向
上
の
た
め
の
取
り

組
み障

害
者
福
祉
の
向
上
を
目
指
す
活

動
に
つ
い
て
は
、
法
人
独
自
あ
る
い
は

社
団
法
人
ゼ
ン
コ
ロ
の
一
員
と
し
て
、

他
の
団
体
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
法

人
と
し
て
の
社
会
的
な
役
割
や
活
動

に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
従

業
員
等
が
各
々
の
立
場
毎
に
対
外
的

な
役
割
で
あ
る
国
の
内
閣
府
・
厚
生

労
働
省
や
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
、

東
京
都
・
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会

で
の
役
割
、
ま
た
そ
の
役
割
に
お
い
て

最
大
限
能
力
を
発
揮
出
来
る
よ
う
に

配
慮
し
支
援
し
て
い
ま
す
。

（3）
法
人
事
業
の
質
的
向
上
の
た
め
の
取

り
組
み

当
法
人
の
提
供
す
る
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
の
た
め
に
、「
第

三
者
サ
ー
ビ
ス
評
価
機
関
の
受
審
」

「
従
業
員
の
専
門
性
向
上
の
た
め
の
研

修
、
資
格
取
得
の
奨
励
」等
を
図
る
と

共
に
、「
苦
情
解
決
第
三
者
委
員
制
度

の
実
施
」や「
広
報
紙
等
に
よ
る
情
報

公
開
」等
、
関
係
者
に
対
し
真
摯
に
務

め
て
い
ま
す
。

（4）
組
織
力
の
強
化

す
べ
て
の
事
業
や
事
業
所
が
連
携

し
て
運
営
す
る
こ
と
を
前
提
に「
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
の
認
証
」の
維
持
・

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

民
間
と
し
て
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
業
務
の

認
定
法
人
と
し
て
の
役
割
発
揮
や
受

託
事
業
で
あ
る
東
京
都
障
害
者
Ｉ
Ｔ

地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
、
東
京
都
東
村

山
市
障
害
者
就
労
支
援
室
業
務
・
計

画
相
談
支
援
事
業
で
の
目
的
達
成
に

努
め
て
い
ま
す
。
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前年度末
在籍者数

期中増減 主な減員理由 上半期末
在籍者数増員 減員 自己都合 一般就労 疾病、その他

雇用就労者
101 5 （1） 1 （0） 1 0 0 105

（83） （5） （1） （0） （0） （0） （0） （0） （88）

事業・施設の利用者 329 35 （5） 28 （6） 14 7 1 336

その他 45 8 （0） 8 （0） 2 0 6 45

障害がある就労者等（計）
475 48 （6） 37 （6） 17 7 7 486

（83） （5） （1） （0） （0） （0） （0） （0） （88）

障害がない就労者 283 5 （0） 7 （0） 7 0 0 281

合　　　　計
758 53 （6） 44 （6） 24 7 7 767

（83） （5） （1） （0） （0） （0） （0） （0） （88）

（注）	1）Ａ型利用者については、障害がある雇用就労者に含めた上で下段の（　）で再掲している。
	 2）在籍者数には非常勤嘱託医を含む。
	 3）在籍者数にはグループホーム・ケアホーム利用者を含む。
	 4）増員および減員の各右欄には法人内異動を（　）で表記している。

*1　在宅教育修了者からの一般雇用１人、職業紹介事業からの一般雇用1人
*2　計画相談利用者数（契約者数ではない）
*3　契約者以外の作品利用が行われた数も含めているため約としている。
*4　事業本部、事業所を超えて全体でサポート（当法人からの2007.4 ～ 2013.9までの就職者）

表２　参考資料；「在籍者の推移」に含まれない人員状況
上半期末及び上半期中人数

表１　在籍者の推移
自2013年4月1日　至2013年9月30日

（単位：円）

（単位：人）

（単位：人）

前年度決算 本年度中間決算 増減 前年度決算 本年度中間決算 増減

現金預金 2,314,366,145 2,248,758,121 △ 65,608,024 買掛債務 1,129,612,507 596,929,374 △ 532,683,133

売掛債権 1,382,307,664 738,412,667 △ 643,894,997 借入金 671,998,000 616,441,000 △ 55,557,000

その他 3,980,450,030 3,935,743,939 △ 44,706,091 その他 1,076,896,377 991,612,367 △ 85,284,010

純資産 4,798,616,955 4,717,931,986 △ 80,684,969

合計 7,677,123,839 6,922,914,727 △ 754,209,112 合計 7,677,123,839 6,922,914,727 △ 754,209,112

表３　上半期末貸借対照表（簡易版）
2013（平成25年）9月30日現在

*1

登録・契約障害者 一般就職者 トライアル雇用者等 一般就職サポート者

福祉事業本部 114

ＩＴ事業本部 38 2

社会就労事業本部

東村山市就労支援室 212 28

計画相談室（ふきのとう） 26

アートビリティ 200

計 590 30 0 243

*3

*2

*4
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く
か
…
。
こ
れ
が
、
オ
ー
プ
ン
元
年
の
当

店
の
最
大
の
課
題
で
し
た
。「
プ
リ
ザ
ー
ブ

ド
フ
ラ
ワ
ー
」や「
バ
ス
ボ
ム
」と
い
う
商
品

種
目
を
著
わ
す
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
か
ら
当

店
の
商
品
に
辿
り
つ
き
、
ご
購
入
い
た
だ

く
と
い
う
こ
と
は
、
有
名
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ

プ
や
大
手
ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
相
手
に
し

た
厳
し
い
戦
い
で
す
。
し
か
し
、
皆
様
の

お
知
恵
を
拝
借
し
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が

ら
、
少
し
ず
つ
注
文
が
入
り
リ
ピ
ー
タ
ー

が
つ
く
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
コ

ロ
ニ
ー
中
野
の「
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
」や「
バ
ス
ボ
ム
」は
、「
福
祉
の
…
」と

か「
障
害
の
あ
る
人
が
作
っ
た
…
」と
い
う

前
置
き
無
し
の
、
商
品
力（
企
画
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
の
力
）が
問
わ
れ
る

一
般
市
場
の
中
で
、
選
択
さ
れ
購
入
さ
れ

始
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
情
報
発
信
チ
ャ
ネ
ル
と
し
て
も

一
方
で
、「
Ｃ
Ｏ
．
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ 

こ
．
こ
ろ
」

は
、コ
ロ
ニ
ー
中
野
が
、障
害
の
あ
る
人
と
、

作
業
療
法
士
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
さ
ま
ざ

ま
な
専
門
家
等
の
協
力
の
も
と
、
第
一
線

の
商
品
・
就
労
訓
練
の
機
会
の
開
発
を
進

め
て
き
た
過
程
で
出
会
っ
た
ひ
と
つ
の
販

売
チ
ャ
ネ
ル
で
す
。
コ
ロ
ニ
ー
中
野
で
作

ら
れ
た
商
品
の
紹
介
や
情
報
発
信
を
通
じ

て
、
東
京
コ
ロ
ニ
ー
や
障
害
の
あ
る
方
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
障
害
の
あ
る
方
も
そ

う
で
な
い
方
も「
と
も
に
暮
ら
し
や
す
い

社
会
の
実
現
」を
目
指
す
、
メ
デ
ィ
ア
と
し

て
の
機
能
も
も
た
せ
た
い
と
い
う
こ
と
を
、

本
誌
前
号
で
記
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
ち
ら
を
、
２
０
１
４
年
度
の
課
題
と
し

皆
様
と
共
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。

現
在
、「
Ｃ
Ｏ
．
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ 

こ
．
こ
ろ
」の

情
報
は
、「
コ
ロ
ニ
ー
中
野　

コ
コ
ロ
心
♡

快（
こ
こ
ろ
）ぐ
ブ
ロ
グ“
コ
コ
ロ
グ
”」で
も

公
開
中
で
す
。
こ
ち
ら
も
、
是
非
と
も
ご

検
索
く
だ
さ
い
。

事
業
部　

業
務
課　

主
任　

中
島
倫
子

　

11
月
13
日（
水
）、
中
野
区
内
の
4
つ

あ
る
精
神
障
害
者
の
作
業
所
が
集
ま
り
、

「
こ
．
こ
ろ
」検
索
で
、
ト
ッ
プ
に
ラ
ン

キ
ン
グ
！！

皆
様
一
度
は
ご
覧
い
た
だ
い
た
と
思
い

ま
す
、
東
京
コ
ロ
ニ
ー 

コ
ロ
ニ
ー
中
野
の

Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ョ
ッ
プ「
Ｃ
Ｏ
．
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ 

こ
．

こ
ろ
」Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
店
。
開
店
当
初
は
、
Ｙ

ａ
ｈ
ｏ
ｏ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
内
の
あ4

ま
た

4

4

あ
る
お
店
の
中
か
ら
当
店
に
た
ど
り

着
く
の
も
一
苦
労
で
し
た
。
し
か
し
、
現

在
で
は
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ッ

プ
バ
ナ
ー
に
、「
こ
．
こ
ろ
」と
入
れ
て
い
た

だ
く
だ
け
で
、
当
店
の
商
品
群
が
勢
ぞ
ろ

い
す
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

検
索
件
数
＝
来
店
者
数
が
多
い
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。
こ
の
上
昇
気
流
に
乗
っ
て

２
０
１
４
年
度
は
さ
ら
に
売
上
を
伸
ば
せ

る
よ
う
、
現
在
、
次
年
度
戦
略
を
立
案
中

で
す
。

商
品
力
で
の
勝
負

「
Ｃ
Ｏ
．
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ 

こ
．
こ
ろ
」と
い
う

無
名
の
お
店
の
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

や
バ
ス
ボ
ム
を
、
い
か
に
、
全
国
の
お
客

様
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
買
っ
て
い
た
だ

コ
ロ
ニ
ー
中
野

“
人
と
暮
ら
し
に
や
さ
し
い

W 

e 

b
シ
ョ
ッ
プ
”

「
C 

O . 

C 

O 

L 

O 

こ . 

こ
ろ
」は
今
!?

T O P I C S

中
野
区
仲
町
就
労
支
援
事
業
所

作
業
所
交
流
会
へ
の
参
加

ht t p : //s to re . shopping .yahoo .co . jp/
cocolo5553/index.html
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作
業
所
交
流
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
仲

町
就
労
支
援
事
業
所
か
ら
は
、
実
行
委
員

を
含
む
8
名
の
メ
ン
バ
ー
と
職
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

今
年
は
、
例
年
と
趣
向
を
変
え
て『
競

わ
な
い
』を
テ
ー
マ
に
、
各
作
業
所
の
メ
ン

バ
ー
・
職
員
が
催
し
物
を
考
え
ま
し
た
。

6
月
か
ら
交
流
会
委
員
会
を
開
催
し
、
時

に
は
話
し
合
い
に
2
時
間
近
く
要
し
ま
し

た
。　
　
　

検
討
し
た
結
果
、
午
前
は
作
業
所
混
合

チ
ー
ム
に
よ
る
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
ラ
リ
ー

を
目
的
と
し
た
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

ダ
ブ
ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。
仲
町
か
ら
も

卓
球
が
得
意
な
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、
他

の
作
業
所
の
メ
ン
バ
ー
と
組
ん
で
腕
前
を

披
露
し
て
い
ま
し
た
。

午
後
は
、
合
唱
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
演
奏
を
行
な
い
ま
し
た
。
合
唱
で
は
、

『
負
け
な
い
で
』　
『
世
界
に
一
つ
だ
け
の

花
』『
少
年
時
代
』な
ど
知
っ
て
い
る
方
が
多

い
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
は
じ
め
、

合
唱
曲『
翼
を
く
だ
さ
い
』も
歌
い
ま
し
た
。

な
か
な
か
顔
を
合
わ
す
機
会
が
な
い
メ
ン

バ
ー
同
士
に
も
関
わ
ら
ず
、
揃
っ
た
歌
声

が
体
育
館
内
に
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

個
人
的
に
は
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
生
演
奏

を
聴
く
の
は
初
め
て
な
の
で
、
新
鮮
に
感

じ
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
の
優
し
い
音
色
に
心

が
和
む
ひ
と
と
き
で
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
演
奏
で
は
、
仲

町
の
委
員
の
メ
ン
バ
ー
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
探
し
出
し
て
、
出
演
交
渉
を
行
な
い
、

長
渕
剛
の
歌
を
中
心
と
し
た
ギ
タ
ー
の
弾

き
語
り
が
実
現
し
ま
し
た
。
ど
の
作
業
所

に
も
縁
の
深
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
よ

る
力
強
い
歌
声
に
耳
を
傾
け
、
参
加
し
た

メ
ン
バ
ー
の
心
に
も
強
く
残
っ
た
と
思
い

ま
す
。

仲
町
か
ら
は
、
昨
年
よ
り
参
加
者
は
少

な
か
っ
た
も
の
の
、
他
の
作
業
所
の
メ
ン

バ
ー
と
話
し
込
む
姿
や
、
自
分
の
カ
メ
ラ

を
持
参
し
て
記
念
撮
影
を
す
る
な
ど
思
い

思
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

よ
り
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
交
流
会
に
す
る
に
は
、
ど

の
よ
う
な
内
容
が
良
い
の
か
、
来
年
度
の

課
題
と
言
え
ま
す
。

支
援
課　

長
森
雅
生

去
る
11
月
21
日
、
中
野
福
祉
作
業
所
恒

例
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
中
野
体

育
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

よ
り
楽
し
く
、
充
実
し
た
内
容
の
も
の

へ
と
の
思
い
か
ら
、
従
来
の
競
技
を
い
く

つ
か
見
直
し
、
新
し
い
競
技
を
加
え
、
積

極
的
に
参
加
し
て
も
ら
う
為
に
そ
の
中
か

ら
希
望
の
競
技
を
選
ん
で
も
ら
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。

当
日
を
迎
え
、
開
会
式
で
は
、
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
て
自
治
会
役
員
に
よ
る
選

手
宣
誓
が
お
こ
な
わ
れ
、
毎
朝
の
ラ
ジ
オ

体
操
で
は
な
か
な
か
体
が
動
か
な
い
人
も

し
っ
か
り
と
準
備
運
動
を
し
て
、
準
備
万

全
で
、
紅
白
に
分
か
れ
て
競
技
開
始
と
な

り
ま
し
た
。

競
技
に
は
い
る
と
一
気
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ

プ
。
ス
タ
ー
ト
の
合
図
も
も
ど
か
し
く
飛

び
出
す
場
面
も
度
々
で
し
た
。
普
段
、
マ

イ
ペ
ー
ス
の
動
き
の
利
用
者
さ
ん
の
素
早

い
動
き
に
驚
い
た
り
、
感
動
し
た
り
。
綱

引
き
で
は
、
大
き
な
男
性
利
用
者
さ
ん
よ

り
小
さ
な
女
性
利
用
者
さ
ん
が
、
力
い
っ

ぱ
い
綱
を
引
く
姿
も
印
象
的
で
し
た
。

「
缶
積
み
競
争
」「
サ
イ
コ
ロ
ゲ
ー
ム
」

「
落
穂
ひ
ろ
い
」「
風
船
リ
レ
ー
」「
パ
ネ
ル
返

し
」昼
食

を
は
さ

ん
で「
絵

合
わ
せ

ゲ
ー
ム
」

「
玉
入
れ
」

「
的
当
て
」

「
綱
引
き
」

「
パ
ン
食

い
競
争
」

そ
し
て

「
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン

ス
」で
締

め
く
く
り
ま
し
た
。
競
技
結
果
は
僅
差
で

白
組
の
優
勝
で
し
た
。

競
技
中
は「
ヒ
ヤ
ッ
！
」と
す
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
が
、
大
き
な
事
故
や
け
が
も

無
く
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。そ
し
て
、何
よ
り
利
用
者
さ
ん
ひ
と
り
、

ひ
と
り
が
競
技
を
楽
し
ん
で
、
ま
た
や
っ

て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

最
後
に
朝
早
く
か
ら
会
場
に
駆
け
つ
け

て
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
ご
家
族
の
皆
様
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
パ
フ
ォ
マ
ー

の
リ
オ
ン
君
に
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

支
援
課　

石
川
里
美

中
野
区
中
野
福
祉
作
業
所

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
開
催
！
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昨
年
７
月
よ
り
、
口
腔
ケ
ア
製
品「
オ
ー

ラ
ル
ピ
ー
ス
」の
取
り
扱
い
を
始
め
ま
し

た
。
オ
ー
ラ
ル
ピ
ー
ス
は
、
歯
磨
き
粉
の

代
わ
り
に
な
る
ジ
ェ
ル
と
、
マ
ウ
ス
ウ
ォ
ッ

シ
ュ
や
ス
プ
レ
ー
と
し
て
使
う
液
体
の
２

種
類
で
、
水
以
外
は
全
て
植
物
原
料
か
ら

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
合
成
保
存
料
や
合
成

殺
菌
剤
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
使
用
し
て
い
な

い
た
め
、
飲
み
込
ん
で
も
安
心
な
点
が
最

大
の
特
徴
で
す
。

こ
の
オ
ー
ラ
ル
ピ
ー
ス
の
取
り
扱
い
は
、

発
売
元
で
あ
る
株
式
会
社
ト
ラ
イ
フ
様
の

「
事
業
を
通
し
た
障
害
者
の
仕
事
づ
く
り
」

と
い
う
趣
旨
の
ご
提
案
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
東
村
山
工
場
で
は
、
製
品
の
受

注
窓
口
・
発
送
作
業
・
在
庫
管
理
の
部
分

を
業
務
係
の
職
員
と
利
用
者
さ
ん
数
名
で

対
応
し
て
い
ま
す
。
メ
ー
ル
で
届
く
発
送

依
頼
に
従
い
、
毎
日
数
件
か
ら
数
十
件
の

発
送
作
業
が
あ
り
、
日
々
取
り
扱
い
件
数

が
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。

発
送
の
み
で
な
く
、卸
売
と
小
売
も
行
っ

て
い
ま
す
。
卸
売
は
、
ト
ラ
イ
フ
様
の
事

業
コ
ン
セ
プ
ト
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
っ
た

店
舗
に
向
け
て
の
も
の
で
す
。
現
在
で
は
、

ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
様（
東
京
・
表
参
道
、
大

阪
）、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
様（
渋

谷
西
武
店
、
池
袋
西
武
店
、
そ
ご
う
横
浜

店
）に
加
え
、
東
急
ハ
ン
ズ
様
で
は
全
店
で

取
り
扱
い
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
様
に
お
い
て
は
、
東

村
山
の

利
用
者

さ
ん
に

直
接
配

達
し
て

も
ら
う

機
会
を

つ
く
る

と
い
う

話
を
取

引
開
始

当
初
よ
り
進
め
て
お
り
、
先
日
、
や
っ
と

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
職
員
の

付
き
添
い
の
も
と
、
電
車
で
１
時
間
以
上

か
け
て
の
納
品
で
す
。
利
用
者
さ
ん
は
前

日
か
ら
舞
い
上
が
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、

当
日
は
し
っ
か
り
と
手
渡
し
で
製
品
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
利
用
者
さ
ん

に
は
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
お

客
様
に
は
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

こ
の
納
品
方
法
は
、
今
後
の
利
用
者
さ
ん

の
職
域
拡
大
の
手
が
か
り
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
け

る
よ
う
、
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

製
造
部　

部
長　

坂
本　

崇

秋
晴
れ
の
11
月
１
日（
金
）に
横
浜
の
八

景
島
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
へ
日
帰
り
旅
行
に

行
き
ま
し
た
。
当
日
の
朝
は
ご
本
人
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ご
家
族
の
ご
協
力
も
あ

り
、
7
時
30
分
と
い
う
早
い
集
合
時
間
に

も
関
わ
ら
ず
参
加
者
95
名
全
員
が
揃
い
、

予
定
通
り
８
時
に
出
発
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
家

族
の
方
に
は
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

心
配
し
て
い
た
天

候
に
も
恵
ま
れ
日

中
は
汗
ば
む
ほ
ど
の

陽
気
で
し
た
。
海

辺
に
建
て
ら
れ
た

施
設
で
し
た
か
ら

潮
風
が
と
て
も
心

地
良
か
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
昼

食
で
は
飲
み
物
と
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
が
食

べ
放
題
で
し
た
の
で

楽
し
ま
れ
た
方
も

多
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
し
て

八
景
島
シ
ー
パ

ラ
ダ
イ
ス
の
見

所
の
一
つ
、「
海

の
動
物
た
ち
の

シ
ョ
ー
」で
は

イ
ル
カ
や
ア
シ

カ
の
演
技
に
笑
い
を
誘
わ
れ
、
自
在
に
泳

ぐ
姿
に
は
爽
快
感
を
覚
え
ま
し
た
。
で
き

る
こ
と
な
ら
イ
ル
カ
の
よ
う
に
泳
げ
る
よ

う
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。
指
導
員
の
お

兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
の
よ
う
に
イ
ル
カ
の

鼻
の
先
に
の
る
こ
と
は
無
理
だ
ろ
う
け
ど
、

も
し
も
出
来
た
ら
と
て
も
気
持
ち
が
い
い

だ
ろ
う
な
と
も
思
い
ま
し
た
。

数
十
年
前
に
も
日
帰
り
旅
行
で
行
っ
た

場
所
で
し
た
が
、
利
用
者
や
職
員
も
増
え

た
の
で
新
し
い
思
い
出
が
作
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
行
き
先
に
つ
い
て
は
昨
年
と

同
じ
く
水
族
館
で
あ
っ
た
た
め
来
年
は
水

族
館
以
外
の
場
所
へ
の
旅
行
が
望
ま
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
目
的
地
で
楽
し
む
時

間
よ
り
移
動
に
多
く
の
時
間
を
割
か
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
今
年
の
反
省
点
を
材
料

に
、
来
年
の
互
助
会
の
方
に
は
十
分
に
楽

し
め
る
よ
う
な
場
所
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し

た
が
、
互
助
会
役
員
や
職
員
の
方
々
に
は

不
慣
れ
な
私
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
こ
と

コ
ロ
ニ
ー
東
村
山

口
腔
ケ
ア
製
品「
オ
ー
ラ
ル
ピ
ー
ス
」

販
路
拡
大
中
！

クレヨンハウス様に手渡しで納品しました

ト
ー
コ
ロ
青
葉
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

八
景
島
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
へ
の
旅
行
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に
大
変
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。互

助
会
代
表　

松
川
麻
子

Ｉ
Ｔ
事
業
本
部
は
大
塚
事
務
所
へ
の
移

転
に
あ
た
り
、
サ
ー
バ
ー
室
を
新
た
に
整

備
し
ま
し
た
。
こ
の
サ
ー
バ
ー
室
に
は
当

然
の
こ
と
な
が
ら
ド
ア
に
鍵
を
設
け
、
入

退
室
管
理
表
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

こ
の
サ
ー
バ
ー
室
は
Ｉ
Ｔ
事
業
本
部
の

中
枢
で
あ
り
、
サ
ー
バ
ー
の
安
定
稼
働
を

図
る
た
め
、
サ
ー
バ
ー
ラ
ッ
ク
を
４
つ
導

入
し
、
電
源
容
量
を
十
分
に
確
保
し
、
空

調
は
業
務
用
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
24
時

間
３
６
５
日
稼
働
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

ま
た
各
種
ト
ラ
ブ
ル
対
策
と
し
て
は
、

各
サ
ー
バ
ー
の
電
源
が
突
然
切
れ
る
こ
と

が
無
い
よ
う
に
停
電
対
策
と
し
て
無
停
電

電
源
装
置（
Ｕ
Ｐ
Ｓ
）を
用
い
て
、
停
電
後

一
定
時
間
が
経
過
し
た
ら
、
サ
ー
バ
ー
が

自
動
で
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
す
る
よ
う
に
設

定
し
て
い
ま
す
。こ
の
他
に
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
間
の
接
続
機
器（
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
終
端

装
置
、
電
話
交
換
機
、
ル
ー
タ
ー
、
フ
ァ

イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
、
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
ハ
ブ
等
）

も
同
環
境
に
置
き
、
サ
ー
バ
ー
室
以
外
の

個
々
の
パ
ソ
コ
ン
に
も
Ｕ
Ｐ
Ｓ
を
取
り
付

け
て
、
各
機
器
類
の
故
障
防
止
と
業
務
停

止
時
間
の
低
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

地
震
対
策
は
耐
震
防
止
用
固
定
ベ
ル
ト

で
サ
ー
バ
ー
が
倒
れ
な
い
よ
う
に
し
、
万

が
一
の
火
災
対
策
に
は
事
務
所
入
り
口
に
、

精
密
機
器
に
悪
影
響
を
与
え
に
く
い
特
殊

な
消
火
器
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
Ｉ
Ｔ
事
業
本
部
の
サ
ー
バ
ー
室
に

は
、
現
在
の
葛
飾
福
祉
工
場（
金
町
）で
稼

働
中
の
サ
ー
バ
ー
４
台
を
Ｉ
Ｔ
事
業
本
部

へ
移
転
・
設
置
し
て
、
そ
の
背
景
に
は
葛

飾
福
祉
工
場
の
建
て
替
え
工
事
に
よ
る

サ
ー
バ
ー
設
置
場
所
の
確
保
と
、
Ｄ
Ｍ
Ｃ

が
そ
れ
ら
を
保
守
す
る
こ
と
に
よ
る
安
定

稼
働
及
び
有
事
の
際
の
迅
速
な
解
決
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

移
転
に
際
し
ま
し
て
、
各
事
業
所
の
皆

様
に
は
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
、
是
非
と

も
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
ま
せ
。

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

シ
ス
テ
ム
開
発
部
長　

山
本　

豊

去
る
10
月
２
日（
水
）か
ら
５
日（
土
）

ま
で
の
４
日
間
に
亘
り
、
東
京
ビ
ッ
ク
サ

イ
ト
に
お
い
て「
東
京
国
際
消
防
防
災
展

２
０
１
３
」が
開
催
さ
れ
、
東
京
都
葛
飾
福

祉
工
場
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
東
京
消
防
庁
と
㈱
東
京

ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
等
が
主
催
す
る
も
の
で
、

５
年
ぶ
り
、
東
日
本
大
震
災
以
後
最
初
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
国
内
最
大
規
模
の
危
機
管
理

に
関
す
る
商
品
・
技
術
の
展
示
会
で
あ
る

危
機
管
理
産
業
展
と
の
同
時
開
催
と
い
う

事
も
あ
り
、
来
場
者
は
１
２
万
人
を
超
え

る
国
内
外
問
わ
ず
防
災
関
係
者
に
と
っ
て

注
目
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
当
工
場
の
出
展
の
目
的
は
、
よ

り
具
体
的
な「
提
案
型
」の
展
示
を
行
う
事

で
、
防
災
・
減
災
へ
の
取
り
組
み
の
参
考

に
し
て
頂
く
事
、
そ
し
て
東
京
都
葛
飾
福

祉
工
場
を
よ
り
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
頂

く
事
で
し
た
。

そ
こ
で
、
展
示
ブ
ー
ス
を『
家
庭
』『
オ

フ
ィ
ス
』『
倉
庫
』の
３
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

分
け
て
防

災
用
品
を

展
示
し
、

更
に
試
食

ブ
ー
ス
を

設
け
て
実

際
に
備
蓄

食
料
の
試

食
を
し
て

頂
き
、
今
後
の
備
蓄
の
参
考
に
し
て
頂
く

よ
う
企
画
し
ま
し
た
。

開
催
期
間
中
に
は
、
民
間
企
業
や
自
治

体
等
の
防
災
担
当
者
を
は
じ
め
、
防
災
関

連
企
業
や
一
般
来
場
者
な
ど
多
く
の
お
客

様
に
ご
来
場
頂
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ブ
ー
ス
で
お
客
様
に
合
っ
た
商
品
の
ご

案
内
が
出
来
ま
し
た
。ま
た
試
食
コ
ー
ナ
ー

で
は
備
蓄
食
料
が
想
像
以
上
に
美
味
し
い

と
い
う
事
を
実
感
頂
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
も
う
す
ぐ

三
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
当
時

急
激
に
高
ま
り
ま
し
た
防
災
意
識
は
時
間

の
経
過
と
共
に
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
様
な
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参
加

を
通
し
て
防
災
意
識
の
向
上
と
防
災
商
品

の
供
給
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

多
摩
営
業
所　

田
中
智
紀

２
０
１
３
年
11
月
2
日
、
毎
年
恒
例
の

コ
ロ
ニ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま

し
た
。

10
月
か
ら
寒
さ
が
増
し
、
例
年
よ
り
も

大
き
な
台
風
に
見
舞
わ
れ
る
中
、
も
し
か

し
た
ら
今
年
は
開
催
出
来
な
い
の
で
は
と

い
う
懸
念
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事

Ｉ
Ｔ
事
業
本
部

サ
ー
バ
ー
室
を
整
備
し
ま
し
た

東
京
都
葛
飾
福
祉
工
場

東
京
国
際
消
防
防
災
展
２
０
１
３

東
京
都
大
田
福
祉
工
場

コ
ロ
ニ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
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に
開
催
出
来
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

当
日
は
気
温
も
低
く
天
候
も
怪
し
い
中
、

足
を
運
ん
で
下
さ
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

約
２
ヶ
月
前
か
ら
実
行
委
員
で
準
備
を

始
め
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
今
年
は
長

年
続
い
て
い
た
食
券
の
廃
止
や
焼
き
そ
ば
、

バ
ザ
ー
の
中
止
と
い
う
、
例
年
と
は
違
っ

た
試
み
が
い
く
つ
か
ご
ざ
い
ま
し
た
。
食

券
に
気
付
か
な
い
方
が
多
か
っ
た
こ
と
か

ら
現
金
払
い
に
し
て
み
ま
し
た
が
、
大
き

な
混
乱
も
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
た
と
思

い
ま
す
。

し
か
し
焼
き
そ
ば
と
バ
ザ
ー
に
関
し
て

は
、
多
く
の
お
客
様
か
ら
今
年
は
焼
き
そ

ば
と
バ
ザ
ー
は
な
い
の
か
と
い
う
声
を
頂

き
ま
し
た
。前
述
の
通
り
天
候
が
怪
し
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
開
催
前
か
ら
並
ん
で
下

さ
っ
て
い
る
人
数
は
例
年
よ
り
も
減
少
し

て
い
ま
し
た
。

今
年
も
昨
年
に
続
き
、
近
隣
へ
の
チ
ラ

シ
配
り
を
就
労
支
援
室
の
メ
ン
バ
ー
達
で

行
い
ま
し
た
。
私
も
同
行
し
ま
し
た
が
、

も
っ
と
早
い
段
階
で
や
る
べ
き
だ
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
チ
ラ
シ
に
は
も
ち
ろ
ん

焼
き
そ
ば
や
バ
ザ
ー
は
書
い
て
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

こ
れ
が
来
客

数
の
減
少
の

原
因
な
の
で

は
な
い
か
と

受
け
止
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
バ
ザ
ー
の

準
備
が
難
し
い
と
の
理
由
で
中
止
し
ま
し

た
が
、
来
年
か
ら
は
ま
た
バ
ザ
ー
を
復
活

さ
せ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
央
舞
台
で
の
催
し
の
開
始
も

午
後
か
ら
と
な
っ
た
た
め
、
午
前
中
は
盛

り
上
が
り
に
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
進

行
の
こ
と
も
含
め
、
来
年
開
催
さ
れ
る
コ

ロ
ニ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
向
け
て
改
善

す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
必
要
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
午
後
か
ら
は
沖
縄
民
謡
や
サ

ン
バ
の
演
奏
、
ビ
ン
ゴ
に
よ
っ
て
盛
り
上

が
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
特
に
サ
ン
バ

の
方
々
に
は
ビ
ン
ゴ
の
際
も
盛
り
上
げ
て

頂
き
、
大
変
助
か
り
ま
し
た
。
最
後
に
雨

が
降
っ
て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
大
き

な
問
題
も
な
く
終
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
地
域
の
方
々
と
の
交
流
が
出
来

る
よ
う
、
大
田
福
祉
工
場
従
業
員
一
同
精

進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
副
実
行
委
員
長

太
田
知
宏

ヘ
ル
パ
ー
は
利
用
者
の
気
持
ち
を
理
解

す
べ
き
、
と
言
わ
れ
ま
す
。
最
近
、
私
は
、

あ
ら
た
め
て
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

10
月
、
私
は
、
重
度
の
視
覚
障
害
が
あ

る
方
の
移
動
支
援（
同
行
援
護
）の
研
修
に

参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
障
害
者
総
合

支
援
法
に
よ
り
、
２
０
１
４
年
10
月
以
降

に
同
行
援
護
に
従
事
す
る
た
め
に
は
、
こ

の
研
修
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
さ

れ
た
た
め
で
す
。

研
修
で
は
、
ア
イ
マ
ス
ク
を
し
て
利
用

者
役
に
な
り
、
他
の
研
修
生
の
支
援
を
受

け
な
が
ら
、
車
が
行
き
か
う
商
店
街
を
歩

き
、
混
雑
す
る
駅
構
内
を
移
動
し
て
電
車

に
乗
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
利
用
者
役

に
な
る
と
、
目
か
ら
の
情
報
が
な
い
こ
と

に
よ
る
不
安
・
恐
怖
感
を
覚
え
る
と
と
も

に
、
道
の
デ
コ
ボ
コ
、
車
の
音
、
電
車
の

接
近
に
伴
う
風
等
に
対
し
非
常
に
敏
感
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
支
援
者（
他

の
研
修
生
）は
、
利
用
者
の
移
動
を
助
け
な

が
ら
、
逐
次
、
安
全
確
保
に
資
す
る
情
報

（
例
、「
５
歩
先
に
上
り
階
段
で
す
。」）に
加

え
、
利
用
者
の
不
安
を
払
拭
で
き
る
よ
う

な
情
報（
例
、「
電
車
が
来
ま
し
た
が
、
隣
の

ホ
ー
ム
で
す
。」）を
伝
え
ま
す
。
ま
た
、
利

用
者
が
自
ら
の 

“
メ
ン
タ
ル
マ
ッ
プ（
説
明

か
ら
頭
の
中
に
地
図
を
描
く
こ
と
）”を
描

き
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

商
店
、
植
栽
、
交
通
等
の
状
況
も
説
明
し

ま
す
。
買
物
の
場
面
で
は
、
支
援
者
は
、

陳
列
さ
れ
て
い
る
物
に
つ
い
て
説
明
し
、

利
用
者
の
手
を
品
物
に
誘
導
す
る
な
ど
、

利
用
者
が
必
要
な
情
報
を
得
る
た
め
の
手

助
け
を
し
ま
す
。

こ
う
し
た
研
修
の
中
で
、
私
が
利
用
者

役
を
体
験
し
た
時
に
感
じ
た
の
は
、
前
述

し
た
不
安
感
な
ど
に
加
え
、「
こ
の
人
に
私

の
安
全
を
任
せ
て
も
大
丈
夫
か
な
？
信
頼

で
き
る
か
な
？
」と
い
っ
た
、
支
援
者
に
対

す
る
複
雑
な
気
持
ち
で
し
た
。
し
か
し
、

支
援
者
の
信
頼
性
に
疑
問
を
さ
し
は
さ
む

よ
う
な
こ
と
は
、
言
い
出
し
難
い
と
も
感

じ
ま
し
た
。
研
修
中
の
講
義
で
、「
利
用
者

の
立
場
に
立
っ
て
理
解
し
て
欲
し
い
。」と

い
う
利
用
者
の
要
望
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た

が
、
私
自
身
、
そ
れ
は
、
な
か
な
か
で
き

て
い
な
い
、
と
感
じ
ま
し
た
。
私
は
、
あ

ら
た
め
て
、
人
と
か
か
わ
る
ヘ
ル
パ
ー
と

し
て
、
技
能
を
高
め
て
い
く
道
程
の
深
遠

さ
を
銘
記
し
、
同
時
に
、
そ
の
道
程
を
た

ゆ
み
な
く
歩
ん
で
い
こ
う
と
決
意
し
ま
し

た
。

ト
ー
コ
ロ
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者　

主
任　

黒
川　

智

福
祉
事
業
本
部

同
行
援
護
研
修
を
受
け
て
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法
人
の
主
な
動
き
か
ら

こ
の
た
び
Ｉ
Ｔ
事
業
本
部
は
豊
島
区
南

大
塚
に
移
転
し
、
こ
れ
ま
で
の
２
拠
点
で

の
事
業
運
営
か
ら
１
拠
点
の
運
営
に
集
約

い
た
し
ま
し
た
（
従
前
の
事
業
所
は
新
宿

区
西
早
稲
田
〈
事
業
部
〉
お
よ
び
中
野
区

江
原
町
〈
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、

職
能
開
発
室
〉）。

引
っ
越
し
に
際
し
て
は
８
月
か
ら
作
業

リ
ス
ト
を
作
成
し
、
荷
物
の
梱
包
や
移
転

案
内
状
の
作
成
な
ど
、
部
署
内
で
分
担
し

て
行
い
ま
し
た
。
移
転
当
日
は
不
慣
れ
ゆ

え
に
荷
物
の
運
搬
な
ど
で
ト
ラ
ブ
ル
も
あ

り
ま
し
た
が
、
予
定
通
り
無
事
に
終
了
い

た
し
ま
し
た
。

移
転
当
初
は
ビ
ル
全
体
の
ル
ー
ル
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
車
い
す
の
方
用
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ボ
タ
ン
が
つ
い
て
い
な
い

な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は

解
決
し
、
落
ち
着
い
て
業
務
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
１
拠
点
に
集
約
す
る
こ
と

に
よ
り
、
事
業
所
間
で
の
確
認
業
務
や
相

談
が
容
易
と
な
り
、
業
務
効
率
が
あ
が
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に
、

今
後
は
全
従
業
員
で
業
務
改
善
や
コ
ス
ト

削
減
等
の
意
見
を
出
し
合
い
、
よ
り
働
き

や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

新
事
業
所
は
、
Ｊ
Ｒ
山
手
線
大
塚
駅
か

ら
徒
歩
３
分
、
東
京
メ
ト
ロ
丸
の
内
線
新

大
塚
駅
か
ら
徒
歩
５
分
の
便
利
な
場
所
に

あ
り
ま
す
。
春
に
な
る
と
桜
が
満
開
に
な

る
並
木
道
が
近
く
に
あ
る
と
聞
き
、
今
か

ら
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
お
近
く
に

お
越
し
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
東
京
都
か
ら
受
託
し
都
民
の

方
に
開
か
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
「
東
京
都
障
害
者
Ｉ
Ｔ
地
域
支
援
セ
ン

タ
ー
」
も
事
業
所
か
ら
近
く
な
り
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
パ

ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
を
使
用
す
る

際
の
支
援
機
器
や
ア
プ
リ
が
多
数
揃
っ
て

お
り
ま
す
。
休
館
日
は
、水
曜
日
、日
曜
日
、

祝
日
で
、
土
曜
日
は
不
定
期
の
開
館
で
す
。

場
所
は
東
京
メ
ト
ロ
丸
の
内
線
茗
荷
谷
駅

か
ら
徒
歩
８
分
で
す
。
ご
自
由
に
見
学
で

き
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
あ
わ
せ
て
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

事
務
局　

高
嶋
美
樹

Ｉ
Ｔ
事
業
本
部
が

大
塚
に
移
転

IT地域支援センターの展示室
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「
キ
ラ
キ
ラ
っ
と
ア
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル
」

は
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
可
能

性
を
応
援
し
た
い
、
と
の
想
い
か
ら
、
三

菱
地
所
株
式
会
社
様
が
２
０
０
２
年
よ
り

ス
タ
ー
ト
し
た
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

ア
ー
ト
ビ
リ
テ
ィ
は
、
本
コ
ン
ク
ー
ル
の

事
務
局
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
応
募
数
は
年
々
増
加
し
、
第
12
回

を
迎
え
る
本
年
は
２
０
５
０
作
品
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
「
キ
ラ
キ
ラ
っ
と
ア
ー
ト

コ
ン
ク
ー
ル
」
が
、「
メ
セ
ナ
ア
ワ
ー
ド

２
０
１
３
」
に
お
い
て
、
特
別
賞
「
文
化

庁
長
官
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

メ
セ
ナ
ア
ワ
ー
ド
と
は
、
優
れ
た
メ
セ

ナ
（
芸
術
・
文
化
振
興
に
よ
る
社
会
創
造
）

活
動
に
貢
献
し
た
企
業
や
団
体
等
を
表
彰

す
る
も
の
で
、
今
回
１
０
７
件
の
団
体
か

ら
メ
セ
ナ
大
賞
を
は
じ
め
と
す
る
６
件
の

受
賞
、
特
別
賞
と
し
て
文
化
庁
長
官
賞
１

件
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
本
コ
ン
ク
ー
ル
に

対
し
、「
コ
ン
ク
ー
ル
形
式
と
い
う
一
歩
踏

み
込
ん
だ
活
動
で
、
障
が
い
者
ア
ー
ト
の

活
動
に
新
た
な
風
を
吹
き
込
ん
で
い
る
」

「
障
が
い
者
の
才
能
を
伸
ば
す
機
会
を
提

供
し
、
作
家
活
動
に
向
け
た
自
立
支
援
も

促
し
て
い
る
」
と
、
評
価
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
（
２
０
１
３
年
11
月
21
日
発
行
季

刊
メ
セ
ナnote　

10
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
）。

本
コ
ン
ク
ー
ル
に
ご
応
募
い
た
だ
い
た

作
家
さ
ん
で
、
ア
ー
ト
ビ
リ
テ
ィ
の
審
査

会
を
経
て
登
録
作
家
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
方
は
現
在
13
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

ア
ー
ト
ビ
リ
テ
ィ
に
と
っ
て
何
よ
り
“
若

手
作
家
の
発
掘
”
と
い
う
面
で
も
大
き

な
意
味
を
持
つ
コ
ン
ク
ー
ル
と
な
っ
て
お

り
、
本
年
２
度
目
の
ア
ー
ト
ビ
リ
テ
ィ
大

賞
を
受
賞
し
た
切
り
絵
作
家
岡
村
陸
矢

（
お
か
む
ら
た
か
や
）
さ
ん
も
キ
ラ
キ
ラ
っ

と
ア
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル
の
ご
出
身
で
す
。

強
烈
な
パ
ワ
ー
で
毎
年
良
い
意
味
で
審
査

員
を
悩
ま
せ
る
応
募
の
数
々
。

コ
ン
ク
ー
ル
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
個

性
を
放
つ
作
家
さ
ん
に
出
会

え
る
か
、
今
後
も
楽
し
み
で

す
ね
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

キ
ラ
キ
ラ
っ
と
ア
ー
ト
コ

ン
ク
ー
ル
概
要
：

な
ん
ら
か
の
障
が
い
の
あ

る
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
た

ち
を
対
象
と
し
た
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
で
す
。
全
応
募
作
品

か
ら
審
査
会
を
経
て
優
秀

賞
50
作
品
を
選
出
し
、
そ
の

作
品
展
を
全
国
６
会
場
で
開

催
、
表
彰
式
を
東
京
・
丸
ビ

ル
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。

（
主
催
：
三
菱
地
所
株
式

会
社
）

ア
ー
ト
ビ
リ
テ
ィ
大
賞
に
つ
い
て
：

そ
の
年
の
「
顔
」
と
な
る
べ
き
作
家
を
、

大
賞
作
家
と
し
て
選
定
し
ま
す
。
選
考
基

準
は
、
登
録
作
品
の
水
準
と
作
家
活
動
の

全
般
に
加
え
て
、
ア
ー
ト
ビ
リ
テ
ィ
へ
の

貢
献
度
、
使
用
状
況
な
ど
も
考
慮
し
た
上

で
決
定
し
ま
す
。

ア
ー
ト
ビ
リ
テ
ィ
事
務
局　

池
邉
優
雅

～
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル　

キ
ラ
キ
ラ
っ
と
ア
ー
ト
コ
ン

ク
ー
ル
が
メ
セ
ナ
ア
ワ
ー
ド

２
０
１
３
」

特
別
賞
「
文
化
庁
長
官
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
～
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アートビリティ
ギャラリー 31

『キャットテール』
岡
おか

村
むら

 陸
たか

矢
や

さん
1989 年生まれ、東京都在住

■アートビリティ…1986年障害者アートバンクとして設立。「才能に障害はない。アートの分野において、障害者の才能は健常者とかわらない」を基本姿勢に
活動を続けています。現在は、登録作家約200名、登録作品数約4,000点、年間使用作品数は300点を超えます。2002年4月、アートビリティと改称。

15 歳でアートビリティに初登録となり、登録作家として、９年が経った岡村さん。
今回の、第 25 回アートビリティ大賞にて、作品の完成度の高さ、１作品ごとのモチーフの人気

度の高さ、そしてもちろん媒体に使用される頻度の圧倒的な多さから、大賞の主旨でもあるアー
トビリティの顔としてふさわしいという結論になり、見事２度目の受賞に輝きました。岡村さん
ご本人より「アートビリティ大賞、ありがとうございます。とてもうれしいです。これからも色々
な動物を切って楽しい作品を作ります。」と、受賞についてコメントをいただいています。ご本人
が楽しく制作されている気持ちが伝わる、ユニークでスタイリッシュな作品の数々。

今後も、アートビリティを引っ張っていただく若手作家として、活躍が期待されます。

2004年　アートビリティが協力をする、障がいのある子どもたちの絵画コンクール「第3回キラキラっ

とアートコンクール」で優秀賞を受賞後、アートビリティの登録作家となる。切り絵で表現

されたユーモア溢れる作品は、高く評価されている。

2006年　第18回アートビリティ大賞・アサヒビール奨励賞受賞。

2008年　大手町・丸の内を舞台に開催された、国際的なアートイベント「カウパレード2008」にて、

アーティストの一人として参加。

2010年　「第22回アートビリティ大賞」にて、大賞受賞

2012年　「第24回アートビリティ大賞」にて、日立キャピタル特別賞受賞

2013年　「第25回アートビリティ大賞」にて、大賞受賞

（2013 年 6 月～ 11 月　総額　6,210 千円）ご寄附のお礼

下記の皆様より、当法人に対してご寄附を賜りました。ご支援に対しまして心より感謝申し上げます。

2013 年	 6 月 三菱商事株式会社　様 2013 年	 10 月 伊藤忠エネクス　様
2013 年	 10 月 沖電気工業株式会社　様

◎文中の写真はご本人の了解を得て掲載しています。
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区
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東京コロニー メインページ
http://www.tocolo.or.jp/

デジタル メディアセンター
http://www.dmc-net.jp/

東京都大田福祉工場
http://www.tocolo.or.jp/oota/

トーコロ情報処理センター職能開発室
http://www.tocolo.or.jp/syokunou/

トーコロ青葉ワークセンター
http://www.colony.gr.jp/aoba/

東京都葛飾福祉工場
http://www.fireman21.net/

トーコロ情報処理センター事業部
http://www.tocolo.or.jp/joho/

トーコロ生活支援センター
http://www.tocolo.or.jp/seikatu/index.html

グループホーム / ケアホーム
http://www.tocolo.or.jp/grouphome/index.html

コロニー印刷
http://www.colony.gr.jp/

アートビリティ
http://www.artbility.com/index.html

東京コロニーのホームページ

中野区仲町就労支援事業所
http://colony.gr.jp/nakatyoushienn/

中野区中野福祉作業所
http://colony.gr.jp/nakanofukusaku/

コロニー中野
http://colony.gr.jp/colonynakano/

コロニー東村山
http://www.colony.gr.jp/colonyhigashimurayama/


